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「このレース

うちの子がでてるんですよ」

乃シバレ臆！
ー5月29日、九州朝日レガッター



第45回国民体育大会

遠賀町実行委員会が

スタート
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国体の開催を契機に、これまでの各種県民運動を結集し　　花にあふれた美しい町づくりを展開する7こめ、この3月に

た「とびうめ国体県民運動推進協議会」が、62年1月に毅　　は、「とびうめ国体の花」10種類が選定されました。

立されています。各界各層からなる577団体が組織したも　　　より住みよい郷土づくりを目指して、一人ひとりが自主的

ので、健康づくり運動など12の運動項目を掲げています。　　に実践活動をしていきたいものです。

そのひとつである花いっぱい運動を、より効果的に進め、
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五
月
二
十
一
日
、
遠
賀
コ
…
、
ユ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
第
四
十
五
回
国
民
体

育
大
会
遠
賀
町
実
行
委
員
会
」
の
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
昭
和
六
十
五
年
に
本
町

で
行
わ
れ
る
と
び
う
め
国
体
漕
艇
競
鼓

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
関
係
機
関
や

団
体
の
方
々
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
六
十
五
年
の

大
会
を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す。
私
た
ち
は
、
こ
の
大

会
を
通
し
て
活
力
あ
る

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
押
し
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
遠
賀
町
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
り
ま
す
。
全
国
か

ら
訪
れ
る
人
た
ち
を
温

か
く
迎
え
、
友
情
を
深

め
て
い
き
た
い
も
の
で

す。
住
民
の
皆
さ
ん
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

国
体
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
　
遠
賀

町
役
場
国
体
準
備
室
へ

禽
（
2
9
3
）
1
2
3
4

九
州
朝
日
レ
ガ
ッ
タ
開
催
さ
る

ー
　
　
遠
賀
川
漕
艇
場

五
月
二
十
八
、
二
十
九
日
の
両
日
、

遠
賀
川
漕
艇
場
で
第
三
十
五
回
九
州
朝

日
レ
ガ
ッ
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
参
加
は
八
十
一
ク
ル
ー
、
四
百
人
。

晴
天
な
が
ら
向
か
い
風
が
五
メ
ー
ト

ル
前
後
と
、
選
手
に
は
や
や
苦
し
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
男
女
十
種

目
に
力
強
い
オ
ー
ル
さ
ば
き
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

各
種
目
の
優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す

●

エ

イ

ト九
州
大
学
・
飛
梅

●
一
般
男
子
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア

山
口
大
学
・
竃
王

●
同
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

鹿
児
島
大
学
・
A

●
周
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

今
泉
菖
樹
（
新
日
鉄
八
幡
）

●
一
般
女
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

安
川
電
機

●
高
校
男
子
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア

八
幡
工
業
高
校

●
同
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

東
筑
高
校
・
B

●
同
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

岡
田
聡
二
郎
（
熊
本
高
大
付
）

●
高
校
女
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

大
分
水
産
高
校
・
A

●
同
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

神
田
恵
美
（
大
分
水
産
高
）
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五
月
五
日
の
子
ど
も
ま
つ
り
で
花
の

穂
を
付
け
て
飛
ば
し
た
風
船
が
、
わ
ず

か
六
時
間
に
百
五
十
キ
ロ
も
離
れ
た
大

分
県
国
東
半
島
の
安
岐
町
ま
で
飛
ん
で

春
風
が
渡
し
て
く
れ
た
安
岐
町
と
の

「
友
好
の
か
け
橋
」
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。



綱目Eま誉 ���一大全 寮詞 ∴：言 うこな◆↓ 塾繋‥ 、↓∴ �主： ／ ／ 

ワオ”クラリ 
5月15日、第5回全国一斉 

：：：∴∴「∴「∴　ゆ りだした雨がわずかに残る午葛織り意‾ 　　　匁タ 子細0時、ピストルの合い図で寝藁王 

全国‾斉のスケトを切りま　旧宅－‾ した。全国の参加者は170の会　あ函ol籍 

場で計6万1，000人、この内、遠　　蒜篤 

：「二二∴∴∴∴「．　諒∴ 

＼煎 �� �′ 認諾 ∴∵ ／（トニ ∴∴、、－∴一． �嘉 ／ ／悠 ∴∴ ら∴：∴ 」 文言 習 

海 �梗 ：こら ∴：：∴ 欝 ！ 一一∴ 言「 �　ヽ一 、三： と＞ヾ／＿）＼ ∴：「 ）千一 

（ 測図書音盤豊／－ ∴吉富∵∴ ∴∴：二千：：∴ 

、蜜蜂繋叢 ∴∴∴∴∴∴∴ 　∴∴： �� �∴「 

（4）

恩
給
を
受
給
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
　
へ

－
　
恩
給
受
給
権
調
査
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

今
年
の
恩
給
受
給
権
の
存
否
に
関
す

る
調
査
は
、
申
立
書
用
紙
を
　
「
は
が

き
」
の
大
き
さ
に
変
え
、
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

旧
軍
人
の
普
通
恩
給
、
増
加
恩
給
、

傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
及
び
文
官

の
普
通
恩
給
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金

普
通
扶
助
料
、
公
務
関
係
扶
助
料
、
傷

病
者
遺
族
特
別
年
金
並
び
に
執
行
官
恩

給
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
受

給
権
調
査
申
立
書
の
提
出
期
限
を
従
来

の
九
月
三
十
日
か
ら
七
月
三
十
日
に
繰

り
上
げ
て
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
記
の
恩
給
を
繭
求
し
、
昭

和
六
十
二
年
九
月
一
日
以
詩
に
裁
定
（

増
額
改
定
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）
を
受
け

た
方
は
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
除
外
さ

れ
ま
す
の
で
、
同
申
立
書
類
を
堤
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
給
権
調
査
申
立
書
用
紙
の

配
布

受
給
権
調
査
申
立
書
用
紙
は
六
月
下

旬
に
、
支
給
郵
便
局
か
ら
改
定
証
書
交

付
通
知
は
が
き
と
共
に
郵
送
い
た
し
ま

す。
な
お
、
国
民
金
融
公
庫
で
担
保
権
設

定
中
の
方
に
つ
い
て
は
、
同
金
庫
か
ら

用
紙
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
所
要
曹
項

を
記
入
の
上
、
同
公
庫
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

所
要
事
項
を
記
入
し
、
市
区
町
村
長

の
住
民
票
記
載
畢
項
証
明
を
受
け
た
申

立
書
（
法
定
代
理
人
と
し
て
支
給
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
は
、
受
給
者
本
人
の

居
住
す
る
市
区
町
村
長
の
記
載
事
項
証

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

ま
た
、
海
外
に
住
ん
で
い
る
方
の
代

わ
り
に
、
支
給
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

は
、
受
給
者
の
声
籍
謄
（
抄
）
本
を
こ

れ
ま
で
と
同
様
、
申
立
書
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

●
提
出
先

支
給
郵
便
局
（
遠
賀
川
局
）

●
提
出
期
限

昭
和
六
十
三
年
七
月
三
十
日

期
限
ま
で
に
受
給
権
調
査
申
立
書
を

提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、
提
出
さ
れ
る

ま
で
恩
給
の
支
給
を
差
し
止
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
恩
給
受
給
権
調
査
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
恩
給
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い。総
務
庁
恩
給
局

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
1
9
－
1

館

0

3

（

2

0

2

）

1

1

1

1
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忘
れ
る
な

土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ

不
憲
に
襲
っ
て
く
る
土
石
流
、
地
す

べ
り
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
よ
り
、
毎
年

多
く
の
尊
い
人
命
や
大
切
な
財
産
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。
死
者
・
行
方
不
明
者

二
百
九
十
九
人
を
出
し
た
五
十
七
年
七

月
の
長
崎
災
害
や
、
そ
の
ち
ょ
う
ど
一

年
後
に
起
こ
っ
た
島
根
災
害
な
ど
は
、

わ
た
し
た
ち
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

です。
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ふ
だ
ん
か
ら

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
い
ざ
と

い
う
場
合
に
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

豪
雨
や
台
風
の
気
象
情
報
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、
そ

し
て
ど
う
や
っ
て
避
難
す
る
か
と
い
っ

た
防
災
知
識
を
ふ
だ
ん
か
ら
身
に
つ
け

る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
避
難
体
制
を

つ
く
り
上
げ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す

土
砂
災
害
を
防
ぐ
に
は

勾
配
が
一
二
十
度
以
上
で
高
さ
が
五
メ

ー
ト
ル
以
上
の
が
げ
は
、
集
中
豪
雨
や

長
雨
の
時
に
は
、
が
け
崩
れ
の
危
険
が

火
災
・
救
急
件
数
（
4
月
中
）

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
′
岩

盤
の
し
っ
か
り
と
し
た
所
で
も
、
そ
の

上
に
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
柔
ら
か
い
表

土
が
あ
れ
は
、
地
す
べ
り
な
ど
を
起
こ

す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
次
の
点
に
注
意
を
し
て

防
災
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑪
強
い
風
雨
時
に
地
盤
ま
で
揺
さ
振
る

よ
う
な
大
木
は
、
切
る
か
枝
を
払
っ
て

少
な
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑧
雨
水
な
ど
が
か
け
に
浸
み
こ
ま
な
い

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
被
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

⑤
不
安
定
な
場
所
に
あ
る
大
き
な
石
な

ど
は
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

④
水
路
の
掃
除
は
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ

ス
ノ
○
⑥
崩
れ
そ
う
な
場
所
は
、
木
や
板
の
棚

な
ど
で
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑥
石
垣
な
ど
の
ひ
び
割
れ
を
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
に
修
理
・
補
強
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

⑦
雨
水
な
ど
が
が
げ
に
流
れ
な
い
よ
う

に
、
水
路
を
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



遠賀町バレーボール連盟
からのお知らせ

ソウルオリンピックを間近に控え、バ

レーボール熟もますます高まってきてい

ます。町内でも多くの方がバレーボール

を楽しまれているようです。

遠賀町バレーボール連盟では、町内の
チームにバレーボール連盟への加入をお

勧めしています。連盟加入のチームには
町内の大会だけでなく、県大会、全国大
会への出場も夢ではありません。
あなたのチーム　′バレーボール連盟に

加入して、日本一を目指しませんか。
－●－●－●－

女子バレーボール大会を開催します。

●三原朝謬杯大会
・日　　時　　6月26日（日）
・試合方法　トーナメント方式
・申込締切　　6月18日（土）

●体育協会会長杯大会
・春と秋にそれぞれリーグ戦を行います
・申し込みは随時受け付けます。

申し込み、詳細については、遠賀町バ
レーボール連盟　宮原へ舘（（狛3）3137

（6）

●　　　　　　●　●　●　●　　　●

指　　　　内　定射場　　期

導　　　容具象所　　日

も　施す木共　口工　を
付設　○村有五林　し

縛
る　の制年　と　）キ
指宿度）国　を　の
典泊で　に　が一人

文
化
ふ
れ
あ
い
事
業

名

画

観

賞

会

参
加
者
募
集

●
目
的
地
　
リ
ュ
ー
ジ
ュ
美
術
館
名
画

展
（
北
九
州
市
立
美
術
館
）

ピ
カ
ソ
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
・
モ
ネ
・
ユ

ト
リ
ロ
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
ほ
か
多
数
出
品

●
目
時
と
集
合
場
所

7
月
1
0
日
（
日
）

午
前
即
時

役
場
前
に
集
合

無
料
貸
切
パ
ス
を
運
行

●
観
覧
料

一

般

　

　

　

7

0

0

円

大
・
再
生
　
　
5
0
0
円

申
・
小
生
　
　
3
0
0
円

（
以
上
、
団
体
料
金
）

●
申
込
締
切
　
6
月
2
5
日
（
土
）

●
申
し
込
み
及
び
糖
種
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

館

（

2

9

3

）

1

2

3

4

フ

ァ

ミ

リ

ー

●

フ

ォ

ト

写
　
真
　
教
　
室

初
心
者
の
方
を
対
象
に
し
た
写
真
講

座
を
開
き
ま
す
。

●
目
　
時
　
7
月
2
日
か
ら
Ⅱ
月
1
5
日

ま
で
の
第
1
・
3
土
曜
日

（
計
8
回
）

1
0
時
～
1
2
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
受
講
料
　
無
料
た
だ
し
フ
ィ
ル
ム
代

な
ど
材
料
費
は
実
費

●
申
込
締
切
　
6
月
0
0
日
（
木
）

●
申
込
先
　
中
央
公
民
館
事
務
室

舘

（

2

9

3

）

1

3

5

5

卓
球
大
会
（
個
人
戦
）

●
目
　
時
　
7
月
3
日
（
日
）

午
前
9
時
～

●
場
　
所
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
種
　
目
・
成
年
の
部

シ
ン
グ
ル
ス

（
男
子
・
女
子
）

混
合
ダ
ブ
ル
ス

・
初
心
者
の
部

●
申
込
締
切

シ
ン
グ
ル
ス

（
男
子
・
女
子
）

少
年
の
部

シ
ン
グ
ル
ス

（
男
子
・
女
子
）

6
月
2
1
日
（
火
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内

遠
賀
町
体
育
協
会
へ

＄

（

2

9

3

）

5

4

3

4

町

内

史

跡

散

歩

●
日
　
時
　
6
月
1
6
日
（
木
）

9
時
0
0
分
～

●
集
合
場
所
　
浅
木
神
社
前

●
目
的
地
　
浅
木
～
木
守
～
広
漠

●
会
　
費
　
無
料

参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
集

合
場
所
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
縦
縞
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会

吉
野
へ
衝
（
2
9
3
）
1
5
3
9

未
来
塾サマ
ー
キ
ャ
ン
プ

7
月
綱
目
（
水
）
～
柳
田

（
金
）
の
2
泊
3
日

豊
前
市
求
菩
提
山

中
・
中
学
生

1
5
名
登
山
、
川
遊
び
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
座
禅
、

み
そ
ぎ
、
そ
の
他
多
数

日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会
公
認

指
導
員

●
参
加
費
　
7
、
0
0
0
円

●
締
　
切
　
6
月
柳
日
（
月
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

未
来
塾
　
小
田
へ

＄
（
2
9
3
）
0
2
2
9

線
の
オ
ー
ナ
ー
募
集

面
方
営
林
署
で
は
、
国
有
林
の
分
収

育
株
制
度
「
緑
の
オ
ー
ナ
ー
」
の
募
集

●
申
し
込
み
、

遠
賀
町
大
字
上
別
府
字

別
府
山
国
有
林

7
月
鳩
目
（
金
）

6
月
飾
日
（
日
）

7
月
3
日
（
日
）

各
日
午
前
1
0
時
か
ら

県
立
遠
賀
高
校
正
門
前

に
集
合

詳
細
に
つ
い
て
は

画
方
営
林
署
へ

暗
方
市
大
字
頓
野
3
9
5
2
－
2

節

0

9

4

9

2

（

6

）

4

0

4

1

住
宅
を
新
築
・
新
規
賭
入

さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

福
岡
県
で
は
県
内
に
住
宅
を
新
築
ま

た
は
新
規
購
入
さ
れ
る
方
が
、
住
宅
金

融
公
庫
に
あ
わ
せ
て
借
り
入
れ
る
民
間

の
住
宅
ロ
ー
ン
に
対
し
て
、
償
還
の
際

の
利
息
の
一
部
を
補
給
す
る
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耐
久
性
、
居
住
蛙
に
鐘
れ
た

在
来
木
造
住
宅
を
、
住
宅
金
融
公
庫
を

利
用
し
て
新
築
ま
た
は
新
規
購
入
さ
れ

る
場
合
に
、
公
庫
が
割
増
融
資
を
行
い

県
か
ら
公
庫
債
遠
の
陳
の
利
息
の
一
部

を
補
給
す
る
、
地
域
優
良
木
造
住
宅
利

子
補
給
制
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
取
扱
金

融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
県
住
宅
課
計
画

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1
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石　松　　　驚　くん
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（義美）さんの二男
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よく「お兄ちゃんのコピーみ

たい」って言われるボクです。

パパの飲んでいる一升ピンに興

味があって、ビンを見ると突進

してしまうんだ。もうママはハ

ラハラ．′

（7）

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

●
日
　
時
　
8
月
2
日
（
火
）

m
時
～
1
2
時
0
0
分

●
場
　
所
　
第
一
薬
科
大
学

福
岡
市
南
区
玉
川
町

●
試
験
科
目①
筆
記
試
験

・
毒
物
及
び
劇
物
に
関
す
る

法
規

・
基
礎
化
学

・
毒
物
及
び
劇
物
の
牲
質
及

び
貯
蔵
そ
の
他
取
扱
方
法

②
実
地
試
験

・
毒
物
及
び
劇
物
の
識
別
及

び
取
扱
方
法

●
申
込
方
法
　
所
定
の
書
類
（
保
健
所

に
用
意
）
に
、
受
験
手
数
料

6
、
0
0
0
円
（
県
領
収
証

紙
に
よ
る
）
を
添
え
て
保
健

所
へ
提
出
、
郵
送
の
場
合
に

は
必
ず
書
留
で

切
　
6
月
2
5
日
（
土
）

郵
送
の
場
合
は
6
月
然
白
酒

婦
人
衛
生

の
　
話
S

田
中
産
婦
人
科
医
院
畏
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
の
膣
の
自
浄
作
用
の
話
に
続
い

て
、
今
回
は
子
宮
の
自
浄
作
用
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

先
日
の
N
H
K
番
組
で
「
ガ
ン
細
胞

が
消
滅
す
る
瞬
間
」
が
放
映
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
人
体
の
リ
ン
パ

淋
か
ら
分
化
し
た
キ
ラ
ー
細
胞
が
ガ
ン

細
胞
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
、
こ
れ
を

溶
か
し
て
い
く
シ
ー
ン
を
観
ろ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
キ
ラ
ー
細
胞
の
他

に
ガ
ン
細
胞
を
中
心
に
し
て
水
す
ま
し

の
様
に
ケ
ル
ゲ
ル
回
っ
て
い
ろ
大
型
の

細
胞
が
注
意
を
引
き
ま
し
た
。
こ
の
細

胞
が
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
で
、
和
名
で
は

大
貧
喰
細
胞
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
呼
び
名
は
、
こ
の
細
胞
が
異
物
や
細

菌
を
細
胞
内
に
取
り
込
ん
で
消
化
し
て

し
ま
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
の
で
し

ょ
え
ノ
。

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
憤
接
に
は
ガ

ン
細
胞
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
キ
ラ
ー
細
胞
や
リ
ン
パ

淋
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
ガ

ン
細
胞
と
戦
う
指
揮
官
の
働
き
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
細
胞
は
骨
髄
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
各
臓
器
に
配
置
さ

れ
、
生
体
防
衛
の
主
役
を
演
ず
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

子
宮
、
特
に
子
宮
内
膜
に
は
こ
の
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
高
密
度
で
存
在
し
、

精
子
や
受
精
卵
を
汚
染
か
ら
し
っ
か
り

と
護
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
妊
娠
中
に
は

胎
盤
内
に
も
存
在
し
、
胎
児
の
衛
生
の

た
め
に
働
い
て
い
ま
す
。
子
宮
は
、
胎

児
が
十
カ
月
の
聞
、
生
存
し
成
長
し
て

い
く
場
所
で
す
か
ら
、
創
造
の
神
も
外

敵
か
ら
胎
児
を
護
る
た
め
特
に
配
慮
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

印
の
も
の
ま
で
有
効

●
申
し
込
み
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
保
健
所
へ

水
巻
町
大
字
吉
田
2
3
6
2
I
l

衝

（

2

0

1

）

4

1

6

1

⑬
中
間
市
立
病
院
看
護
婦

●
職
　
竃
　
正
看
護
婦

●
資
　
格
　
昭
和
0
0
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
婦

の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

（
取
得
見
込
を
含
む
）

地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に

規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当

し
な
い
人

●
拭
　
駿
　
随
時
面
接
を
行
う

●
申
込
方
法
　
申
込
書
（
中
間
市
役
所

総
務
課
に
用
意
）
に
履
歴
書

看
護
婦
免
許
証
の
写
し
、
健

康
診
断
書
を
添
え
て
提
出

●
拝
趨
に
つ
い
て
は

中
間
市
役
所
総
務
課
人
事
係
へ

＄

（

2

4

4

）

l

l

l

l

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

（
上
級
・
中
級
）

●
採
用
予
定
数

上
級
・
行
政
5
0
人
・
学
校
事
務
偶
人

・
児
童
福
祉
2
人
・
土
木
5
人
・

建
築
2
人
・
電
気
3
人
・
化
学
3

人
・
農
業
8
人
・
農
業
土
木
4
人

・
林
業
6
人
・
畜
産
4
人
・
水
産

3
人
・
栄
養
士
1
人
・
薬
剤
師
A

4
人
・
同
B
5
人
・
獣
医
師
8
人

中
級
・
農
業
l
人

●
受
験
資
格

上
級
・
昭
和
蝕
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
2
年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
　
た
だ
し
、
薬
剤
師
B
は
昭

和
3
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
1
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

昭
和
0
0
年
1
0
月
1
日
か
ら
勤
務
可

能
な
人
に
限
る

中
級
・
昭
和
銘
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
埋
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

●
試
験
日
　
1
月
1
7
日
（
日
）

●
試
験
地
　
福
岡
市

●
受
付
締
切
　
6
月
1
8
日
（
土
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

＄

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

福
岡
県
警
察
官

採
用
試
験

●
採
用
予
定
数
　
警
察
官
A
 
l
0
0
人

●
受
験
資
棺
　
昭
和
粥
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子
で
、
次
の
学
校
の
卒

業
者
ま
た
は
昭
和
蝕
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

①
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
短
大
を
除
く
）

③
右
記
①
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る

学
校

●
試
験
日
　
7
月
3
1
日
（
日
）

●
試
験
地
　
福
岡
市
、
北
九
州
市

●
受
付
締
切
　
7
月
7
日
（
木
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係
へ

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

衝

0

9

2

（

6

2

2

）

0

7

0

0

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
持
参
晶

●
内
　
容

●
料
　
金

6
月
幻
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑
新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
無
料
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続
遠
賀
町
文
学
散
歩

賢
　
治
　
の
　
詩

雨
こ
そ
マ
ケ
ズ

風
こ
そ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
こ
そ
マ
ケ
ヌ

丈
夫
ナ
カ
ラ
グ
ヲ
モ
チ

欲
ハ
ナ
ク

決
シ
テ
膜
ラ
ズ

イ
ツ
モ
シ
．
ス
カ
ニ
ワ
ラ
ッ
チ
ヰ
ル

一
日
二
玄
米
四
合
卜

味
噌
卜
少
シ
ノ
野
菜
ヲ
タ
ベ

ア

ラ

ユ

ル

コ

ト

ラ

ジ
プ
ン
ヲ
ガ
ン
ジ
ョ
ウ
ニ
入
レ
ズ
ニ

ヨ
ク
ミ
キ
キ
シ
フ
カ
リ

ソ
シ
テ
ワ
ス
レ
ズ

野
原
ノ
松
ノ
林
ノ
陰
ノ

小
サ
ナ
董
ブ
ギ
ノ
小
屋
－
一
ヰ
テ

東
二
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ

行
ッ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ

西
ニ
ッ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ

行
ッ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
束
ヲ
負
ヒ

南
二
死
ニ
ソ
ウ
ナ
人
ア
レ
バ

行
ッ
デ
ブ
ハ
ガ
ラ
ナ
ク
デ
モ
イ
イ
ト
イ
ヒ

北
ニ
ケ
ン
ク
ヮ
ヤ
ソ
シ
ョ
ウ
ガ
ア
レ
バ

ツ
マ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
ヤ
メ
ロ
ト
イ
ヒ

ヒ
デ
リ
ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ
ダ
ヲ
ナ
ガ
ン

サ
ム
サ
ノ
ナ
ツ
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
キ

ミ
ン
ナ
ニ
デ
ク
ノ
ボ
ー
ト
ヨ
バ
レ

ポ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ

ク
一
一
モ
サ
レ
ズ

サ
ウ
イ
フ
モ
ノ
一
－

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ

宮
沢
賢
治
「
最
後
の
手
帖
」
か
ら

詩
を
書
き
、
電
話
を
書
き
二
十
七
歳

の
最
後
に
到
達
し
た
世
界
、
い
と
も
清

々
し
い
思
念
に
、
羨
望
を
感
じ
る
よ
う

で
あ
る
。

賢
治
の
詩
を
心
に
、
晴
れ
た
日
の
尾

根
を
歩
く
こ
と
に
す
る
。
久
し
ぶ
り
に

広
々
と
し
た
空
に
ふ
れ
、
漂
う
縁
に
触

れ
、
心
の
洗
濯
が
し
た
か
っ
た
の
で
あ

る。

千
代
丸
の
人
家
の
間
を
抜
け
て
堤
の

あ
る
あ
た
り
、
い
つ
か
こ
の
野
中
池
の

周
囲
を
戴
く
ぐ
り
し
な
が
ら
歩
い
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
あ
の
時
は
須
恵
鰐
を

焼
い
た
窯
あ
と
を
探
し
た
の
だ
っ
た

が
、
今
日
は
別
に
目
的
も
な
く
た
だ
無

心
に
歩
く
の
だ
っ
た
。

遠
賀
高
校
の
衷
あ
た
り
か
ら
少
し
登

り
坂
な
ど
繰
り
返
し
、
松
や
栓
の
木
々

の
よ
く
繁
っ
た
道
を
朝
露
に
ぬ
れ
て
歩

く
と
、
や
が
て
明
る
い
尾
根
に
出
て
、

遠
賀
の
町
々
が
よ
く
展
望
さ
れ
る
。

初
夏
の
陽
は
暑
い
く
ら
い
、
展
望
台

の
腰
か
け
て
い
る
木
に
照
り
つ
け
る
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
息
、
登
り
を
つ
づ
け

て
馬
頭
岳
に
つ
き
、
美
し
い
緑
の
饗
宴

に
浸
る
。

賢
治
の
詩
が
緑
に
溶
け
て
塵
ま
さ
る

前
後
十
年
に
亘
り
お
観
み
下
さ
っ
た

こ
と
を
深
鯖
い
た
し
ま
す
。（片

山
花
御
史
）

お
ん
が
短
歌
会
謙
尊

河
中
　
請
書
　
選

鱒
の
幼
さ
声
が
此
の
朝
を
庭
の
木
立
に

来
て
は
さ
え
ず
る

は
っ
は
っ
と
椿
の
咲
け
る
花
か
げ
に

今
朝
鷺
の
初
音
聞
き
た
り

白
梅
の
花
明
か
り
せ
る
夕
暮
れ
を

急
ぎ
帰
れ
ど
所
詮
は
孤
り

朝
な
朝
な
お
墓
掃
除
を
な
せ
る
友
の

姿
若
か
り
七
十
六
歳

沈
丁
花
の
匂
い
漂
う
狭
庭
辺
に

朝
の
目
ざ
し
の
淡
く
照
し
め

木
原
イ
ノ
エ

高
崎
∴
咲
江

井
口

大
場
　
房
江

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田

傾
け
し
鏡
に
春
莱
あ
ふ
れ
さ
す

春
愁
や
老
い
て
は
ら
か
ら
遠
く
病
み

域
一
つ
消
え
ゆ
く
安
の
蒼
さ
か
な

前
線
と
い
ふ
雨
花
を
散
ら
し
を
り

啓
蟄
や
地
下
街
の
店
華
や
げ
る

幸
利
　
運

徳
永
小
代
子

加
藤
∴
栄
子

三
村
　
妙
手

玉
野
　
信
彦

小
野
多
恵
子


